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概 要  

Reichenbachに由来する時間表示は発話時（pointofspeech，以下Sと略記），基準時（pointofreference，  

以下Rと略記），出来事時（point ofthe event，以下Eと略記）の3点によって表されるが，このうち基  

準時（R）については一般に時を表す副詞表現によってその位置が決定されると考えられている．そして  

Reichenbach（1947a）では未来表現の時間表示についてS，R－EとS－R，Eの2つが提案されている．3  

節で詳述するように，通常未来のことを表現するためには5つの言語形式があるが，Reichenbachは5つ  

の形式ではなく副詞の有無によって2つの時間表示を区別している．そのために，たとえばbegoingtoと  

いう1つの言語形式に時を表す副詞が共起するか否かによって双方の時間表示が割り当てられるのである．  

しかし，本稿は基準時（R）の位置を決定づけるのは時を表す副詞ではなく，個々の言語形式により固定的に  

1つの時間表示が割り当てられることを論じるものである．また，そのように捉えることにより未来のこと  

を表現する個々の言語形式の本来的な意味が理解し易くなることを示唆する．  

0．はじめに  

時とは普遍的に流れているものである．それは右側に時間が進んでいると想定された時間軸上において現  

在という時点を中心にすれば，左側は過去であり，右側は未来ということができる．言語を用いて現在，過  

去，未来のことを発話する場合は，それぞれの時に応じて時制や相を使い分けることになるのだが，英語に  

おいては時制や相を時間の表示として示すのにReichenbach（1947a，pp．287－298）の時間表示が一般的に  

用いられる．Reichenbachの時間表示とは，発話時（S）と出来事時（E），そして基準時（R）の3点を用いて  

示すものである．そして，未来表現1においてReichenbachは2つの時間表示を示している．  

（1）S，R－E  

（2）S－R，E  
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（9）の例は（5）の用法，㈹の例は（6）の用法，㈱の例は（7）の用法，そして㈹の例は（8）の用法に相当しているが，  

いずれにせよ現在時を含めた時間帯において，話し手が出来事を現在のこととして捉えて表していることに  

違いはないといえる．（4）のS，R，Eは現在時にある発話時（S）において，話し手の焦点を表す基準時（R）があ  

り，そこから同時に生じている出来事を捉えているということができる．そしてその出来事の生じている時  

点を表しているのが出来事時（E）なのである．このことより（4）の時間表示は現在時制について適切に表して  

いるということができるのである．また，基準時（R）については，時を表す副詞に応じて置かれるのが普通  

である．なぜなら，時を表す副詞とは話し手が発話をする際に念頭に置く時点だからである．それは，話し  

手の焦点を意味し，時間表示上では基準時（R）として表されるのである．   

しかし，上の例でもわかるように現在時制の用例については特に時を表す副詞が続いているわけではない．  

このことは話し手が発話の時点に現在時制を用いることから，そこには言外に現在時を含む時間帯が含まれ  

ていると考えることができる．  

2．現在を中心として左側の時間表示  

2．1．過去時制   

退去時制の時間表示は以下のように示されている．  

㈹ R，E－S  

㈹で発話時（S）は当然現在時にあるのだが，「－」で示しているように基準時（R）と出来事時（E）は発話時（S）  

から時間的に離れている．そしてこれらの2つの点は「，」で区切られているように同時にあることをも表  

している．また，基準時（R）が発話時（S）よりも左側に離れていることは，この基準時（R）が過去の時間帯に  

あることを意味し，それは話し手が退去時に焦点を置いていることになるのである．この退去時制について  

の主な用法は次の3つにまとめることができる．3  

㈹ 過去においての出来事  

㈹ 過去においての状態  

㈹ 過去においての習慣  

q7）Theygotupearlyandwentonahike．（彼らは早く起きて，ハイキングに行った．）  

（安井：1982，p．77）  

㈹ SheresembledAtalanta．（彼女は，アタランタに似ていた．）  

q9）DuringthesummerIwentswimmingeveryday．（夏の間，私は毎日泳ぎに行きました．）  

（以上2例は安藤：1983，pp．89－91）   

圧力の例は㈹の用法，㈹の例は㈹の用法，そして㈹の例は㈹の用法に相当しているが，いずれにせよ話し手  

が現在時との関係において切り離した出来事として捉えて表していることには変わりはないといえる．現在  

時との関係において切り離されていることを意味するということは，当然話し手が現在まで及んではいない  

H来事を過去として捉えていることを意味するのだが，これは話し手の焦点が現在時ではなく過去のある時  

点に置かれることを意味しているということができるのである．なぜなら，話し手が発話する際に退去時制  

153   



熊谷 隆司・上山 恭男   

を用いるということは，同時に退去時に焦点をあてることになるからである．つまり，このとき話し手は特  

定の退去時を念頭において発話しているということができるのである．このことについて同様のことは相野  

（1999，p．23）でも退去時制を用いるときの特徴として述べられている．また，Leech（1971a，p．9）は退  

去時制の意味要素として‘thespeakerhasadefinitetimeinmind’と述べている．このようにして過去  

のある時点へ焦点をあてることにより過去の出来事と現在時との関係の切り離しが生じるのであるが，この  

焦点の移動による切り離しは一般的に言われていることでもある．   

㈹のR，E－Sにおいて，基準時（R）は話し手の焦点の位置を表している．話し手の焦点とは，時を表す副  

詞に応じるが退去時制では当然退去時を示すので基準時（R）は退去時に置かれることになる．また，たとえ  

その発話された退去時制の文脈に退去時を示す副詞がなくても，前後の文脈よりまたは意図的に退去時制を  

用いることから，退去時を示す副詞はその言外に含まれていると考えることができる．  

2．2．現在完了  

現在完了の時間表示は以下のように示されている．  

伽）E－S，R  

鯛で，基準時（R）と発話時（S）は共に現在時にあることになる．そして出来事時（E）については，過去時のこ  

となので当然発話時（S）から離れて移動することになる．この現在完了の主な用法は次の4つにまとめるこ  

とができる．  

飢 結果  

㈹ 完了  

錮 経験  

糾 継続  

錮 Thelakehasfrozen．（湖は，氷結した．）  

郎）Johnhasjustsneezed．（ジョンは，今くしゃみをした．）  （以上2例は安藤：1983，pp．141－142）  

Cz7）Ⅰ’veonlybeentoSwitzerlandonce．（私は一度だけスイスに行ったことがあります）  

Cz8）Thehousehasbeenemptyforages．（その家は長い間，空き家です）  

（以上2例は荒木：1997，pp．175－176）   

錮の例は拙の用法，郎）の例は¢勿の用法，即の例は錮の用法，そして鯛の例は糾の用法に相当しているが，  

いずれにしても出来事が退去時に生じたことであるにも関わらず，話し手が現在とのつながりを持ったまま  

発話しているということができる．したがって，鯛のE－S，Rが表すように出来事時（E）は明らかに退去時  

に置かれるのだが，基準時（R）は退去時制の場合と異なり現在時に置かれることになる．このことは出来事  

が退去時に生じたことに関わらず，話し手は現在時に焦点を置き，現在時とのつながりを持った出来事とし  

て捉えていることを表している．  

2．3．過去完了  

過去完了とは文法形式で表す相である．形式的には現在完了の過去形と考えることができる．しかし，意  
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味的には現在完了の意味をそのまま退去時のこととして表すことだけではなく，ある退去時を基準の時点と  

してさらに以前の退去時を表すという，いわば過去の過去を表すために用いられることも多い．その意味で  

は，過去完了を退去時制よりもさらに以前の時点を示す過去の形式ということもできるのだが，過去完了が  

どちらの意味を表しているかについては区別をするのが難しい場合が多いのである．この過去完了について  

の時間表示は以下のように示されている．  

錮 E－R－S  

上の錮では3点とも「－」で区切られている．これは3点が全て時間的に離れていることを意味している．  

発話時（S）はこれまでと同様に現在時に置かれているのであるが，出来事時（E）も当然過去の時点に生じた  

ことなので退去時に置かれることになる．しかし，基準時（R）はある特定の退去時に置くために移動するこ  

とになるのだが，この場合の基準時（R）は出来事時（E）とは重ならずに発話時（S）と出来事時（E）の間に移動  

するのである．だが，この基準時（R）は発話時（S）と出来事時（E）の間に置くために移動するのではない．基  

準時（R）は発話時（S）との関係においてある退去時に基準の時点として置かれた後に，出来事時（E）が今度は  

基準時（R）との関係においてさらに以前の退去時に置かれるのである．  

郎）ThegamehadalreadybegunwhenIarrivedatthestadium．   

（ぼくが競技場に着いた時には，試合はすでに始まっていた）  

＠t）Therehadbeenseveralfamilyargumentsbeforetheymadethefinaldecision．（彼らが最終的な結   

論を下す前に，数回の家族会議がありました）（以上2例は荒木：1997，pp．180－182）  

郎）は現在完了をそのまま退去時に移動させた例であり，師は，いわゆる過去の過去を表した例である．しか  

し，いずれにせよ以上の2例は過去完了として錮のE－R－Sで表すことができる．そして，基準時（R）に  

ついては退去時制で表される時間表示上の基準時（R）と性質は同じである．それは，いずれの基準時（R）も  

話し手の発話の際に念頭に置かれる退去時によって，過去の時間帯に置かれた点であり，またそこから現在  

時との関係に切り離しが生じているからである．  

3．現在時を中心として右側の時間表示  

3．1．未来表現について   

未来表現を表すにはいくつかの形式が存在する．主な形式は次の5つである．  

¢勿 現在時制  

錮 現在進行相  

＠4）begoingto＋不定詞  

郎）will／shall＋不定詞  

郎）will／shall＋進行相不定詞  

㈹の現在時制で表す未来表現とは，確定的に生じる未来のH来事を表すために用いる形式である．したがっ  

て変更は通常不可能である．  

155   



熊谷 隆司・上山 恭男   

郎）Themoviebeginsatseven．（映画は7時に始まります）  

郎）ThePresidentarrivesthisafternoon．（大統領は今日の午後，到着します）  

（以上2例は荒木：1997，p．167）  

郎）と¢鋸こついてはすでに決定されている変更不可能な予定である．これらについては未来のことを表すとい  

うよりは，現在時においてすでに決定されている事実としての意味が強いとも考えることができる．このこ  

とは現在時制が持つ意味にも通じることである．  

（姻の現在進行相で表す未来表現は，¢勿のようにすでに確定されている意味があるが，¢勿よりは確定度が低  

く，変更も可能な未来表現である．  

＠9）We’rehavingfishfordinner．（ディナーには魚が出ます．）  

如）Ⅰ’minvitingseveralpeopletoaparty．（パーティーには数人の人達を誘います．）  

現在時においての取り決めや変更の可能性があることは＠4）のbegoingto＋不定詞の未来表現にも意味的に  

通じるところがあり，そこから㈹と錮では互いに書き換えられる場合も多いのだが，朗）の形式では現在の意  

図が表される場合も多い．  

㈱ She’sgoingtohaveanotherbaby．（彼女はもう1人子供を産みます．）  

＠2）There’sgoingtobeastorminaminute．（すぐにも嵐がきそうだ．）  

上の2例は現在時において，すでにその原因となることが存在していることを意味に含んでいる．たとえば  

㈱では彼女は子供を産むことを意味しているが，そこには彼女がすでに妊娠をしていることをも意味として  

含んでいるということができる．また㈹については嵐がくることを空の状況から感じ取っていることを意味  

に含んでいるのである．   

郎）のwill／shall＋不定詞の未来表現については，特に現在時において進行されている計画や原因などの意  

味は含まない．現在では人称に関わらずwillを用いる傾向にあるが，その基本的な意味は未来への予測で  

あるということができる．そしてこのwillまたはshallに対する「予測」という意味づけは多くの文法家が  

指摘していることでもある．  

＠3）Youwillfeelbetterafterthismedicine．（この薬を飲んだら気分がよくなります．）  

＠4）PerhapsI’11changemymindafterI’vespokentomywife．（妻に話したらおそらく私の気持ちは変   

わるだろう．）（以上6例はLeech：1971a，pp．53－57）  

上の2例はいずれも現在時との関わりが薄く，話し手の予測の意味が含まれている例である．たとえば㈹で  

は薬を飲むことによって気分が良くなるということは，話し手の期待や予測である．さらに掴でも妻に話す  

ことで気持ちが変わることについては話し手の予測であることがいえる．   

郎）のwill／shall＋進行相不定詞の未来表現には未来時においての動作の進行と自然の成り行きを表す2つ  

の用法がある．  

＠5）WhenIgethome，myWifewillprobablybewatchingTV．（家に着くころ，家内はおそらくテレビ  
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を見ているところだろう．）  

郎）Ⅰ’11beseeingBobthisevening．（今晩ボブと会うことになっている．ノ  

（以上2例は安藤：1983，pp．103－104）  

㈹は未来時においての動作の進行を表し，郎）では自然の成り行きを表している．自然の成り行きとは，進行  

の意味を含まないでいずれはそうなるであろうという意味である．  

3．2．未来表現の時間表示について  

Reichenbachの未来表現についての時間表示は以下のようであった．  

（1）S，R－E  

（2）S－R，E  

以上の2つの時間表示についてReichenbachはそれぞれに次の例をあてている．  

㈲ NowIsha山go．  

㈹Ishal1gotomorrow．  

㈲は（1）に，仕鋸ま（2）に相当する例である．これらの違いは時を表す副詞から生じていることは明らかである．  

したがって，nOWにより現在時に焦点を置くと考えられる㈲の例では基準時（R）が現在時にある（1）が適し  

ていると考えられ，tOmOrrOWにより未来時に焦点を置くと考えられる㈹の例では基準時（R）が未来時にあ  

る（2）が適していると考えられるのである．このことは，未来表現については時を表す副詞により2通りの時  

間表示が，形式に関係なくそれに共起する時を表す副詞によりそれぞれが相当するということになる．これ  

は退去時制や現在完了とは異なることである．なぜなら，退去時制や現在完了においても時を表す副詞によ  

り基準時（R）の位置が決められたが，その副詞については形式により共起する種類が決定されるからである．  

退去時制についてはその形式を用いるところから，明確な退去時を示す副詞が共起することが多く，またた  

とえそのような副詞がなくても言外にも含まれることがいえる．現在完了では明確な退去時を示す副詞と共  

起することはないが，その形式を用いることから言外に現在時を示す副詞が含まれているものと考えること  

ができる．つまり，話し手は発話の際に念頭にある時点を置くことになるが，それによって形式を使い分け  

ているとも考えることができるのである．そのため，現在完了には退去時制で用いられるような明確な退去  

時を示す副詞を続けることがないのは，話し手が発話の際にそのような時点を念頭に置かないためであり，  

もしも退去時を示す時点を念頭においた場合は現在完了ではなく退去時制を用いて発話することになると考  

えられる．   

しかし，先に述べたようにReichenbachによると未来表現については形式には関係なく，時を表す副詞  

によって2つの時間表示が表されている．このことについてAllen（1966，pp．157－158）は，退去時制や現  

在完了のように未来については形式的な区別がないためと述べている．このことは，未来表現形式の時間表  

示は形式ではなく副詞のみにより示されることを意味する．次は太田（1972）の例である．  

仕9）Wearegoingtoseehimtomorrow．  
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この例の時間表示について太田は（2）のS－R，Eと（1）のS，R－Eの2つの時間表示を順にあてている．  

Reichenbachとは違い，1つの例について2つの時間表示をあてているが，このことについて太田は「（2）の  

S－R，Eを採用するが，（1）のS，R－Eも同様にありえる．」と述べている．このことは，単に時を表す副詞  

だけではなく，未来表現の形式が本来意味として持っていることから1つの形式で2つの時間表示の使い分  

けの可能性があるということが考えられる．   

3．3．未来表現の形式による分類   

未来表現の形式については先にも述べたように主に5つの形式があった．それらは¢勿の現在時制，（姻の現  

在進行相，＠4）のbegoingto＋不定詞，錮のwill／shall＋不定詞，＠6）のwill／shall＋進行相不定詞であるが，  

これらは3．1．の未来表現のところで述べた用法と用例に閲した意味上2つに分けることができる．その意味  

上とは未来の出来事についてその計画や原因となるものがすでに現在時に存在しているかいないかの違いで  

ある．言い換えるならば，話し手の焦点が現在時にあるのか未来時にあるのかの違いであるが，これにより  

分類した場合，¢勿カ、ら朗）の形式と郎）と郎）の形式の2つに分けることができる．このことについては，先に述  

べた未来表現の形式とそれに相当する例の説明より明らかであるということができる．たとえば¢勿の現在時  

制で表す未来表現については，すでに決定されている計画のため，いわゆる現在においての事実として捉え  

られることである．また，（姻の現在進行相や＠4）のbegoingto＋不定詞については，すでにそれらが表す出  

来事の計画や原因が現在時に存在し，話し手はそのことより何らかの判断をしていると考えられる．そして  

錮や郎）のようにwillまたはsha11を用いた形式には，現在時においての計画や原因は感じられず，いわばそ  

の時点において話し手が思いつき発話したことということができる．   

そしてこのように2つに分類した形式は，さらに2つの時間表示に割り当てることができる．先に分類し  

た形式は，その形式が本来持っている意味より分類したということができるが，その形式による分類から2  

つの時間表示への分類が可能なのである．そうすると¢勿から朗）の形式については（1）のS，R－E，郎）と郎）の形  

式については（2）のS－R，Eに相当するということができるが，このとき（1）と（2）の時間表示上においての基準  

時（R）については，話し手の焦点位置という意味から適切に未来表現のそれぞれの形式に相当しているとい  

うことができるのである．   

このように（1）と（2）の時間表示については時を表す副詞だけではなく，形式による意味より使い分けられる  

ということができるが，その形式による意味の区別に関しては¢勿カ、ら錮の3つの形式について時を表す副詞  

が続くのが必然的ではなく，話し手の選択的なところもあるということができる ．したがって，たとえこの  

3つの形式に時を表す副詞がない場合でも不自然になることは少ないのである．この時を表す副詞について  

選択的なところがあることは，Leech（1971a，p．58）も‘Afurtherpointofresemblancebetweenthe  

PresentProgressiveandthebegoingtofutureisoptionalityoftimeadverbials．’と述べている．また，  

安藤（1983，p．127）も同様に未来時を示す副詞句の共起は義務的ではないと述べている．¢勿の現在時制に  

ついては，時を表す副詞がない場合に単に現在時制の主な4つの用法と同様に捉えられることからそのよう  

な副詞が続くこともあるが，現在時においての計画などにより生じる出来事を表すことに変わりはない．ま  

た，その出来事については通常変更が不可能であり確定的に生じることが考えられるため，現在の事実を表  

す現在時制により近い形式といえる．このことについて安井（1982，p．71）も「心理的には，現在の一部と  

考えられている」と述べている．そして，これらの3つの形式について時を表す副詞がない場合は自然に，  

いわゆる近い未来を示すことの意味が含まれることになるのである．   

それに対して郎）と郎）のようにwillまたはsha11を用いる形式には時を表す副詞が続くことの多い形式であ  

る．たとえばItwillrain．では意味的に不自然である．これでは雨が降るであろうことは理解できても，い  
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つその雨が降るのかは何も示されていない．willやshallの未来表現ではこのいつ生じるのかという時を表  

す副詞が必要とされることが多いのである．このことは，話し手がwillやsha11を用いる際に特定の未来時  

を念頭に置くためと考えられる．したがって，そのような副詞がない場合は不自然とされやすいことになる  

のである．Leech（1971a，p．53）は，‘Frequentlyasentencewithwill／shallisincompletewithoutan  

adverbialofdefinitetime．’と述べているが，このことについては¢2）カ、ら＠4）の形式が持つ意味とは異なる点  

であるといえる．そしてこのことからも，Willまたはshallを用いて未来のことを表す場合に，話し手は念  

頭にある特定の未来時を置くことも多いということが考えられる．   

以上より，時間表示としての（1）と（2）は未来表現の形式が持つ意味により区別されるということがいえる．  

また，Comrie（1981，p25）は（1）と（2）の時間表示について，（1）にはIamgoingtosee，（2）にはIwillsee．の  

例をそれぞれあてている．2つの例には時を表す副詞は続いていない．これは形式のみによって区別してい  

ると考えられる．  

4．過去と未来の時間表示においての2つの区分  

4．1．過去時制と現在完了   

退去時制と現在完了の意味についてはそれぞれ2．1．と2．2．で述べた通りである．退去時制の時間表示は㈹  

のR，E－Sであり，現在完了の時間表示は伽）のE－S，Rであるが，これらの時間表示上の基準時（R）につい  

てはこれまで述べてきたように時を表す副詞だけではなく形式により位匿が決められているということがで  

きる．それはそれぞれの形式が本来持っている意味より考えることができるが，そのためにReichenbach  

でも，IsawJohn．をq3）のR，E－Sにあてているが，これは時を表す副詞ではなく，その形式が持つ時点，  

いわゆる言外に含まれる時点より表しているといえる．現在完了には明確な時を表す副詞が続くことはない  

が，当然言外に現在時を示す副詞が含まれていると考えられ，ReichenbachではIhaveseenJohn．を伽）の  

E－S，Rにあてている．そしてこれらの言外に含まれる時を表す副詞とは話し手が発話の際に念頭に置く時  

点であると考えられる．  

郎）DidyouevermeetJohn？  

6t）HaveyouevermetJohn？  

郎）と仰の2例はどちらもジョンに会ったことがあるかを質問している例であるが，郎）は退去時制，粧は現在  

完了を用いている．これらの形式の使い分けは発話の際に特定の退去時を話し手が念頭に置くかどうかの違  

いである．したがって，話し手が退去時を念頭に置いた場合は郎）を用い，そうでなければ仰を用いることに  

なるのであるが，上の2例を時間表示にした場合，当然郎）はq3）のR，E－S，6t）は伽）のE－S，Rで示されるこ  

とになる．これは明らかに時を表す副詞ではなく，その形式自体が持つ特有の意味より時間表示の区別がさ  

れているということができる．   

4．2．未来表現の5つの形式   

退去時制と現在完了については，前節で述べたようにそれらの形式から明確に時間表示を示すことができ  

た．しかし，Allenが述べるように未来表現に退去時制や現在完了のような明確な形式的区別がないとする  

ならば，未来表現形式の時間表示は形式だけではなく，それに続く時を表す副詞により退去時制または現在  

完了に類似した区分になると考えられる．  
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（2）の未来表現の時間表示に類似しているが，未来完了の場合は未来時の出来事よりもさらにある未来時に基  

準となる時点を置くために，郎）にみるように基準時（R）が出来事時（E）よりも右へ移動するのである．だが，  

基準時（R）は出来事時（E）との関係によって置かれるのではなく，発話時（S）との関係によって置かれるもの  

である．そして出来事時（E）は基準時（R）との関係において置かれることになる．  

69）Bythetimethiscourseisover，Isha11haveread“Hamlet’’sixtimes．（このコースが終わる時は，「ハ   

ムレット」を6回読んだことになる．）（安藤：1983，p．160）  

6O）WewillhaveknowneachotherforfouryearsnextApril．（来年の4月には，私たちは知り合いに   

なって4年たつことになる．）（荒木：1997，p．186）  

69）において基準時（R）はBythetimethiscourseisoverに相当する．話し手はこの時点においてIshall  

haveread“Hamlet’’sixtimesになるということを発話していることになる．郎）も同様に基準時（R）に相当  

するのはnextAprilである．そしてその時点においてWewillhaveknowneachotherforfouryearsにな  

ることを話し手は発話している．したがって，出来事時（E）は基準時（R）との関係においてその位置が決め  

られるということができるのであるが，こうして示される時間表示が梱である．未来完了については，前節  

で述べた未来表現の5つの形式とは異なり，未来完了の形式から68）のS－E－RがReichenbachではあてら  

れている．これは過去完了と同様に形式上から生じることと考えられ，このことについては上で述べた用例  

の意味からも理解できることである．しかし，興味深いのはこの未来完了にはwillまたはshallのみが用い  

られることである．未来完了の時間表示は基準時（R）について（2）のS－R，Eに相当するが，未来完了が示す  

特定の未来時を表すためにはwillまたはshal1が適切であるということを表していると思われる．6  

5．結 論  

以上のようにReichenbach（1947a）の時間表示を時制と相及び未来表現のそれぞれの形式と意味との関  

係を含めながら述べてきた．未来表現形式については，Allen（1966，pp．157－158）も述べているように退  

去時制や現在完了のような明確な区別がないために，（1）のS，R－Eと（2）のS－R，Eの時間表示が形式の区別  

なく割り当てられることがあった．このことは，退去時制や現在完了が表す出来事が現在時以前にすでに完  

結され，それは変えることのできない不変なことになっているのに対し，未来表現形式の表す出来事は変え  

られる可能性のあることだからである．   

㈲のNowIshallgo．と㈹のIshallgotomorrow．は時を表す副詞により（1）と（2）の時間表示に割り当てら  

れ，＠9）のWearegoingtoseehimtomorrow．は時を表す副詞があるために，（1）と（2）のどちらもが割り当て  

られることになった．また，太田（1972）では次の例もある．  

6t）IwilllendyouthebooktomorrowwhenIhavefinishedreadingit．   

拙を太田は主節と従属節に分けてそれぞれを時間表示に示しているが，Willが用いられている主節では  

（2）のS－R，Eで表している．このことは太田によると＠4）のbegoingto＋不定詞と＠5）のwill／shall＋不定詞で  

は同じ時間表示になりうるということである．しかし，これまで本稿で論じてきたように未来表現には主に  

5つの形式的区別がある以上，それぞれには特有の意味が含まれそして使い分けられるのである．時間表示  

上の基準時（R）とは時を表す副詞に応じるとされるが，そもそもそのような副詞とは退去時制の特徴にもあ  
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るように発話の際に話し手の念頭に置かれることである．そして郎）のDidyouevermeetJohn？と6t）の  

HaveyouevermetJohn？の選択のように，念頭に置く時点とその時の心境により自然に話し手が選択する  

ことである．したがって，基準時（R）とは確かに時を表す副詞に応じる点ではあるが，実際は形式により決  

定される点であるということがいえるのである．すなわち，未来表現の5つの形式における時間表示とは，  

通常は郎）の表にあるように形式上から固定的に割り当てられるのである．そして，そのことによってそれぞ  

れに割り当てられる時間表示から，その形式が持つ本来的な意味を理解するのが容易にもなるのである．  

註   

1時制においては動詞の形態により現在時制と退去時制の2つが一般的に英語には認められている．wi11やshallを用いて  

未来時制とする考え方もあるのだが，一般的とは言えないため本論においても未来時制は認めずに，代わりに未来表現という  

語を用いることにする．   

2歴史的現在は，過去の出来事を退去時制で表さずに現在時制で表すことである．これは一度現在とのつながりを切り離さ  

れた出来事を再び結んで現在時制で表しているということができる．次は相野（1999，p．15）の例である．   

Iwasjustabouttogotobedwhenallofasuddenthere’saknockatthedoorandSamnLShesin．  

このような歴史的現在の時間表示はE－S，R，（E）とすることができる（熊谷：2006）．この（E）とは話し手が発話時において  

心の中で過去の出来事を現在において起きているものと想像しているところを想定した点である．そして，このためにSと  

Rと想定による（E）の3点が現在時に同時に重なり，話し手は現在時制を用いて発話するようになるのである．また，歴史的  

現在とは小説などの文学の中だけではなく，広く日常会話においても用いられるものである．熊谷（2006）ではRをMとし  

て表している．Mとはpointofmindのことで，これは話し手の心の時点である．これについては基準時（R）が単なる基準と  

する時点だけではなく，その移動により現在時との心境的関係をも表していると解釈しているためである．詳しくは熊谷（2006）  

を参照．   

3退去時制についての主な用法として3つにまとめたことについては相野（1999，pp．21－33）による．   

4基準時（R）については，厳密に言えば過去と未来の時間帯において置かれる位置によりその性質が異なることになる．こ  

のことは過去時制の時間表示である（13）のR，E－Sと未来表現の（2）のS－R，Eで生じる．（13）と（2）の時間表示は基準時（R）が現在  

時にある発話時（S）から離れるという点で類似しているが，表される意味は異なる．基準時（R）とは話し手の焦点を表す時点  

であるが，退去時制では現在時より離れるために話し手と出来事との関係に切り離しが生じることになる．しかし，（2）で表さ  

れるような未来表現では，たとえ基準時（R）が現在時より離れても切り離しということは生じることがない．これはすでに過  

ぎ去った退去時の出来事と未来への予測から生じる出来事との違いのためであるが，このことから未来表現の（2）の時間表示に  

ついては厳密に表した場合，S，R－R，Eとなりえる．なぜなら，話し手の焦点は未来時だけではなく，その予測を生じさせ  

る現在時においても存在すると考えられるからである．つまり，（2）においては異なる基準時（R）が現在時と未来時にあること  

になり，さらに，（13）と（2）では基準時（R）は左側の過去の時間帯と右側の未来の時間帯においてそれぞれ異なった性質を持って  

いるのである．   

5現在完了に類似する形式として分類した3つの形式については，それぞれが特有の意味を持つためにその意味上同一の形  

式とすることはできないと思われる．しかし，基本的には（1）のS，R－Eの時間表示のように基準とする時点が現在時にあるこ  

とから分類が可能である．また，3形式をさらに分類するような厳密な意味上の違いをReichenbachの時間表示で表すには  

限界がある．   

郎）のwill／shall十進行相不定詞については，㈲のwi11／shall十不定詞と同様にwi11またはshallを用いることから㈲の形式に  

類似するということができるが，郎）の形式が持つ当然の成り行きの用法については㈲と異なり，㈹から糾の形式が持つ意味に  

近いと考えられる．しかし，この当然の成り行きについてはwi11またはshallが本来持っている意味ではなく進行相により派  

生的に生じている意味と考えることもできる．   

6willまたはshallが用いられることについては多くの文献でも言われていることではあるが，TheBrownCorpus（60年  

代のアメT）カ英語約100万語），TheLOBCorpus（60年代のイギT）ス英語約100万語），Freiburg－BrownCorpusofAmer－  

icanEnglish（90年代のアメT）カ英語約100万語），Freiburg－LOBCorpusofBritishEnglish（90年代のイギT）ス英語約100万  

語）の4つのコーパスを用いてwi11またはshallの代わりにbegoingtoに続く未来完了を検索してみた．その結果，4つの  

どのコーパスでもこの形式を見ることができなかった．このことからも未来完了にはwillまたはshallのみが適切とされて用  

いられていることがわかる．  
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